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研究成果の概要（和文）：ベビーサインを取り入れた育児を行うことの効果について研究した。コミュニケーションを
行う時にベビーサインを使っている母親とその子どもを対象とした。
家庭訪問による縦断的研究からは、子どもは話し言葉を習得する以前にベビーサインを習得し自発的に使用するように
なること、その後、ベビーサインを二語発話的・三語発話的に使用するようになることが明らかになった。ベビーサイ
ン教室の横断的研究からは、子どもにベビーサインを使わせることによって、母親は子どもの要求をより容易に理解で
きるようになり、それから子どもに積極的に関わろうとするようになること、そして徐々に母親自身の育児ストレスが
軽減していくことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to inspect the effects of baby-signing on childrearing. Subjects 
were the mothers and their children. They communicated with each other by using baby-signing. By the 
longitudinal study of home visits, it was confirmed that preverbal children learn baby signing and use it 
spontaneously, and later, they begin to use it by the form of two-word combinations and the form of 
three-word combinations. By the cross-sectional study of baby-signing classes, it was suggested that 
mothers are able to understand the children’s demands more readily by having their children use 
baby-signing, and then they become more actively to take care of their children, and gradually, their 
child-rearing stresses are relieved.

研究分野：発達心理学

キーワード： ベビーサイン　母子間の情報伝達　母子支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）Acredolo,L.P.&Goodwyn,S.W.（1996）
が提唱した「ベビーサイン」とは育児場面で
使用される定型化された象徴的身振りので
あり、1990 年代から急速に普及してきた。 
アメリカでは個々の家庭で母親が子ども
とのコミュニケーションを図る手段の一つ
として利用し、使い方を教示する教室の普及
や、様々なベビーサインの実践本の販売等に
より一般に広がっていった。また、日本では、
アメリカ在住の日本人の母親が帰国後、その
方法を流布するなどして広まり、現在ではい
くつかの団体が作られている。当初はアメリ
カ手話（American Sign Language)をそのま
ま使用していたが、その後は日本手話を使用、
応用したり、子どもの発達を考慮し、より簡
略化した手話を考案したり（近藤,2004）な
ど多様化してきた。 
子どもは有意味語を話すようになる以前
には表情、泣き、身振り、喃語等の様々な前
言語的手段を用いて意思伝達を試みようと
する。この前言語的な表現が察知できず、
「『まだ、何もわからないのだから話しかけ
てもむだだ』と、赤ちゃんに声をかけずに放
っておく」（（志村,1989）おとなも見受けら
れるが、ベビーサインを用いると、そのよう
なおとなもはっきりとこの時期の子どもの
意思がわかり、スムーズにコミュニケーショ
ンを図ることができる。また、子どもには、
おとなが発する言葉の意味は理解していて
も、構音機能が未発達なため、それに対する
表出（返事をすることや、自分の要求を自ら
言葉を発して表すこと）ができない時期があ
る。この時期の子どもでも、ベビーサインを
使用することによって自分の意思を率直に
表現できる。 
 
（2）アメリカでは、自発的に象徴的身振り
を使うようになった子どもにベビーサイン
を直接教示し、その習熟過程の観察から、ベ
ビーサインの習熟は話し言葉の発達を妨げ
るものではないことを見出した事例研究
（Acredolo & Goodwyn ,1985）や、電話イン
タビューという各家庭で母親たちがわが子
にベビーサインを教示した結果を収集する
方法を用いてサンプル数を増やすことでそ
れ を 検 証 し た 研 究 （ Goodwyn & 
Acredolo ,1993）、遅延モデルの提示、身体
的ヒントや玩具や食べ物などの強化刺激の
付与などの統制された訓練状況でのベビー
サインの習得過程を吟味した研究（Thompson, 
Cotnoir-Bichelman, McKerchar, Tate 
&Dancho,2007)など、種々のデータ収集法に
よるベビーサインの習熟過程についての研
究がなされている。しかしながら、育児法と
してかなり普及しているベビーサインでは
あるが、現在の日本においては、その学術的
な検討はほとんどなされていない。 
 
（3）本研究の研究代表者は現在までに、集

団保育児と家庭児について調査をしてきた。 
集団保育児については、ベビーサインを保
育の中に取り入れている保育園に通ってい
る子どもの保護者、保育者を対象にした研究
（赤津，2007、赤津，2008、赤津，2009・三
浦・赤津、2010）から、次の 5点が明らかに
なった。 
①保育者は、子どもはベビーサインを用い
ることにより相手との意思疎通ができ、また
それにより子どもは精神的な安定を得てい
ると捉えている。②保育者自身にとっての効
果は、言葉をしゃべれない子どもの要求がわ
かりやすくなり、さらに自身も保育の中で身
振りをよく使うようになったことである。③
工夫、改善が必要な点としては、繰り返し同
じサインを見せること、保育者全員がサイン
を使えること、保育者間の使用サインについ
ての打ち合わせを密にしておくこと、定着さ
せるためには何回も実演して見せたり、CD、
絵本を活用したりすること等が必要である
こと、また、子どもの変形サインを見抜くの
が困難であること、保育者自身が覚えること
が負担であったことである。④保育者と子ど
も間だけではなく、子ども同士でもサインを
使い、さらに 2つのサインを組み合わせて文
を作る子どもがいた。家でも使用し、保護者
にも好評であった。⑤よく使うサインは生活
に密着したもので、季節の行事、気象など特
別な場面に関するものはほとんど使われて
いない。 
家庭児については、事例研究により、前言
語的な活動から話し言葉へ移行していく過
程の中で、ベビーサインがどのように使われ
ているのかといくことを検討した（赤津，
2013）。その結果、①子どもは、初期には、
母親の言葉を伴ったベビーサインを受けて
ベビーサインをするが、次第に母親の言葉を
聞き、対象物を見たりしただけでも、それを
表すベビーサインを自発的に使用すること
ができるようになること。②二語発話的なサ
インが見られること。などが示唆された。 
 
２．研究の目的 
（1）昨今は乳幼児の発している信号を察知
できずに子育てに不安を抱く養育者（母親）
が多くなってきた。このような場合、ベビー
サインを養育者と子どもとが共有すること
の利便性は高く、それにより養育者がより明
確に子どもの意思を汲み取ることが可能と
なり、また子どもも適切に養育者に意思を伝
達できる。家庭児について、ベビーサイン未
習得時期（生後 5ヶ月頃）から、話し言葉を
使用しベビーサインを用いなくなる時期（生
後 30 ヶ月頃）までの子どもの縦断的及び横
断的調査を通して、養育者と子どもとのコミ
ュニケーションの特徴とベビーサインの養
育者と子どもへ与える心理的影響を検討す
ることを目的とする。 
 
（2）研究期間内に明らかにしたいこと 



①子どもがベビーサインを教授され、ベビー
サインを習得し、ベビーサインに習熟してい
く過程と、話し言葉が習熟することにより、
それが消滅していく過程を、養育者と子ども
間のコミュニケーション場面を中心にして
縦断的に詳細に捉えること。 
②ベビーサインを子育ての中に取り入れる
ことによる、養育者と子どもの心理的な変化
を縦断的・横断的に明らかにすること。 
 
（３）本研究の学術的な特色・独創的な点及
び予想される結果と意義 
現在、日本において育児法としてかなり普
及しているベビーサインではあるが、日本に
おけるベビーサインに関する学術的な研究
はほとんどなされていない。そのような中で、
本研究の研究代表者は集団保育児と家庭児
を対象とした縦断的研究を行ってきた。本研
究では家庭児を対象として赤津（2013）で得
られた示唆的な知見をさらに明確にするこ
とを目的の一つとしている。ベビーサインに
ついて研究することは、多くのベビーサイン
を取り入れた育児を行っている家庭での、よ
り効果的な活用法についての示唆が得られ、
また子どもの言語発達における象徴的身振
りの機能を探る手掛かりになると考えられ
る。 
本研究では家庭児について、①赤津（2013）
で得られた示唆的な知見をさらに検証、実証
するためにサンプル数を増やすこと。②養育
者（母親）の子育てに関する心理的な変化を
明らかにすること。の２点が新しい視点であ
る。 
 
３．研究の方法 
（1）ベビーサインを育児に用いている母子
について家庭訪問により縦断的な資料を収
集する。母親へのインタビュー、母子のベビ
ーサインを用いた相互交渉場面の直接観察
とビデオ撮影、人格検査・発達検査等を行う。
毎月 1回家庭訪問をして、縦断的に資料を収
集する。対象母子は６組である。 
 
（２）ベビーサイン教室に通っている母子に
ついて質問紙を配布することによって横断
的な資料を収集する。対象母子は 18 組であ
る。 
 
（３）本研究に関係する研究論文・文献・資
料を収集し検討する。なるべく最新の研究に
関する文献や資料を収集し、ベビーサイン、
母子相互交渉、言葉の発達等に関する知見を
深める。 
 
（４）調査から得られたデータについては、
順次資料整理と分析を行う。具体的にはビデ
オ映像のダビング・タイマー入力、インタビ
ュー内容と、インタビューシート・観察シー
ト等の整理、分析、人格検査・発達検査の結
果整理、分析等を行う。 

 
４． 研究成果 
 
（１）家庭訪問による縦断的研究からは、子
どもは話し言葉を習得する以前にベビーサ
インを習得し自発的に使用するようになる
こと、その後、ベビーサインを二語発話的・
三語発話的に使用するようになることが検
証された。 
 
①ベビーサインの使い方の変化・二語発話的
サインの出現・ベビーサイン消滅のきっかけ 
 
乳児期にベビーサインを用いる頻度の高
かった子どもと教示者である母親とその子
どもとのベビーサインを用いたやりとりに
ついて，言葉を話し始めた生後 16 ヶ月から
29 ヶ月まで 14 ヶ月間に渡り追跡調査した結
果から下記の知見が得られた。 
子どもは教示を受けたベビーサインをど
のように活用しているのか，話し言葉の出現
により母子間のベビーサインの使い方には
変化が見られるか，変化がみられる場合，そ 
の要因はどのようなものなのか，これら 3つ
の観点から母子のやりとりを検討した。さら
に母子のやりとりが、ベビーサインを中心と
したものから，話し言葉を中心としたものへ
と変化していく過程を見ていくことにより，
ベビーサイン消滅のきっかけは何なのかを
探った。 
方法  
調査対象者：生後 6ケ月からベビーサインを
習っている男児とその母親である。男児が生
後 16 ヶ月時から 29 ヶ月時までの期間，毎月
１回ずつ家庭訪問をした記録を分析した。こ
の男児は，KIDS（乳幼児発達スケール）では、
「理解言語」「対成人」「概念」が月齢標準を
上回っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   図１ KIDS 結果 
 
資料：１．母親への聞き取り調査，２．母子
のやりとりのエピソード記録（補足としてビ
デオ映像）を資料とした。１については，現
在使用しているベビーサインの種別（母子が
互いに使うベビーサイン・母親は使用するが
子どもは用いないベビーサイン・子どもが自
発的に使うベビーサイン）と子どもの発語の



特徴を，２については，母子が絵本を見てい
る場面とおやつを食べている場面を分析対
象とした。 
 
結果・考察： 
ベビーサインから話し言葉への移行  
 
生後 16 ケ月～18 ヶ月：母親が既知のベビー
サインを使うように促しても、子どもはジャ
ーゴンで応えようとする一方，新たに習得し
たベビーサインは自発的に使用する。19 ヶ
月：一語発話の時期。発語できる単語に関し
てはベビーサインを用いなくなる。未知の単
語に関してはベビーサインを用いる。 
20 ヶ月：二語発話的ベビーサイン（2つのベ
ビーサインの組み合わせ）が見られる。 
21 ヶ月：二語発話の時期。自発的にはベビー
サインを使用しなくなる。二語発話的ベビー
サインは使う。 
22 ヶ月：車、動物、色に関する単語を集中的
に発するようになる。範疇化の意識が発生し
たと考えられる。同様に絵本に描かれた物と
そのベビーサインと自分が所有している実
物（たとえばラッパ）が対応すると認識でき
るようになる。ベビーサインを知っている子
どもとサインを使って意思疎通する。 
23 ヶ月: 3 語発話の時期。初めて発語と共に
ベビーサインを用いる。 
24 ヶ月：幼児音（語の転置）が見られる。 
25 ヶ月：ベビーサインはほとんど用いないが、
切迫した場面では発語と共に用いる。 
26 ヶ月：話し方が滑らかになる。独語が見ら
れる。 
27 ヶ月：出会った乳児に「赤ちゃん」のベビ
ーサインをする。 
28 ヶ月：第二質問期。「貸して」のサインを
して、相手が理解できないとわかると、「カ
シテ」と発語する。 
29 ヶ月：平仮名、アルファベットを全て読む
ことができ、ベビーサインは使わない。 
他児の調査においても、出現時期は異なる
としても出現順については同様の傾向がみ
られた。 
このようにベビーサインは一語発話，二語
発話の生成において言葉を先導するが，急速
に言葉に置き換えられていく。範疇化の確立
がその転換に対して重要な関わりを持つの
ではないかと考えられる。言葉が中心化する
と、ベビーサインは言葉に対して副次的なも
のとなり，低年齢的伝達手段と本人にも意識
されるようになる。（赤津，2014） 
 
②ベビーサインを使用している者同士のコ
ミュニケーションの特徴とその利便性・三語
発話的サインの出現 
 
言葉の習得過程にある同胞間のベビーサ
インの使い方を調べることにより、ベビーサ
インを使用している者同士のコミュニケー
ションの特徴とその利便性について考えた。 

二卵性双生児（女児）について、生後 19
ヶ月から 30 ヶ月の期間に家庭訪問し、自由
遊び場面の観察と母親への聞き取り調査を
行った。 
方法 
調査対象者：生後 9ヶ月からベビーサインを
習っている二卵性双生児の女児（A と B）と
その母親である。生後 19ヶ月から 30 ヶ月ま
での期間に毎週1回家庭訪問をした記録を分
析した。KIDS（乳幼児発達スケール）の結果
では「操作」の生後 24 ヶ月、25 ヶ月時、「表
出言語」生後 26 ヶ月、29 ヶ月、30 ヶ月時、
「食事」生後 26 ヶ月時以外は、B 児の方が優
れているか、または両者共、同水準であった。
多くの場合、新しい遊びを始めるのは B児で
あり、A 児は B 児に追従している。また A 児
はストレスのある場面では、ハンカチを移行
対象として用いている。B 児には特に移行対
象はないが、母親の乳房を恋しがるような行
動が見られる。 
資料：子どもたちと母親とのやりとり場面の
観察（エピソード記録とビデオ撮影）、及び
母親への聞き取り調査を資料とした。母親と
のやりとり場面については自由遊び場面を、
母親への聞き取り調査については、現在使用
しているベビーサインの内容、子どもたちの
発語の特徴、子どもたちの家庭での様子を分
析した。 
 
結果・考察： 
ベビーサインを使用している者同士のコ
ミュニケーションの特徴・ベビーサインの利
便性 
 
親子間でのベビーサインの使用頻度の変
化については図２に示す。生後 23 ヶ月以降
は、生後 19ヶ月から 22 ヶ月までの時期に比
べるとベビーサインの使用頻度が急激に減
少している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図２ ベビーサインの使用頻度の変化 
 
 
生後 19 ヶ月～20 ヶ月：一語発話の時期で、B
児は A 児よりも発音が明瞭である。B 児より
もA児の方がベビーサインを使う頻度が高い。 
21 ヶ月：二語発話の時期となる。 
22 ヶ月：発語と共にベビーサインを使うこと



もある（他児の調査でも一語発話の時期には
発語を伴ったベビーサインは見られなかっ
た。2 つ以上の事柄を対応させる操作の発達
との関連が考えられる）。また、A児の方がベ
ビーサインを用いてB児に関わる場面が多い。
お互いに言葉ではなくベビーサインを使っ
てその場の楽しい雰囲気を共有して満足す
る様子が見られる。 
23 ヶ月：両児共、三語発話的ベビーサインを
使う（“ママ オッパイ チョウダイ”実際
には B 児のみ飲む）。言葉で要求することが
躊躇される内容についてはカムフラージュ
する手段としてベビーサインを用いている。
24 ヶ月～：多語発話の時期となる。 
 両者は相手の言葉の習得の水準に合わせ
てベビーサインを適宜使用している。 
言葉による表現が円滑にできる以前には
相手が言葉を用いる段階に入っていたとし
ても自らはベビーサインを用いたコミュニ
ケーションを行うことが多い。相手はそのベ
ビーサインを理解できるので意思疎通は支
障なく行われる。また既に言葉を上手に操れ
る段階に入っている子どもであっても、相手
の能力水準（発語よりベビーサインの方が得
意）に合わせてベビーサインを用いることに
より、円滑に意思疎通を図ることができてい
ることが明らかになった。 
また三語発話的ベビーサインの出現が初
めて確認できた。（赤津，2015） 
  
（２）ベビーサイン教室の横断的研究からは、
子どもにベビーサインを使わせることによ
って、母親は子どもの要求をより容易に理解
できるようになり、それから子どもに積極的
に関わろうとするようになること、そして
徐々に母親自身の育児ストレスが軽減して
いくことが示唆された。 
 
① ベビーサイン教室に通っている母親の意
識の変化 
 
 ベビーサインを育児に利用するためには，
養育者がベビーサインを習得し、それを子ど
もに教示する必要がある。ベビーサインの習
得の仕方としては、ベビーサインを教える教
室や講演会に参加する、ベビーサイン関する
書籍を読み独学で取得する方法がある。 
 ここでは、ベビーサイン教室に通う母親に
焦点を当て、ベビーサイン教室に通うことに
よって、母親の意識がどのように変化するの
かを調査した。 
 現在、育児に対する不安を緩和するための
子育て支援対策はいろいろととられている
が，そのような中で、ベビーサイン教室は、
教室に通っている母親のどのような育児に
対する不安やストレスを緩和することに役
立つのかを以下の 3側面から検討した。 
（Ａ）子どもへの関わり方は変化するか 
（Ｂ）子どもの気持ちや欲求が明確に理解で
きるようになるか 

（Ｃ）子どもを養育することに関する不安感
が和らぐか 
方法 
調査対象者：ベビーサイン教室に通う母子で
０歳児クラス１０名、３歳児クラス（継続ク
ラス）８名の計１８名である。教室は毎月１
回ずつで６回を 1クールとする。３歳児クラ
スは１クール終了後も継続して毎月１回開
いている教室である。 
資料：母親に対して、ベビーサイン教室に通
ってからの母親の具合的な育児行動や感想
に関するアンケート、日本語マッカーサー乳
幼児言語発達質問紙、PSI（育児ストレスイ
ンデックス）を配布し、その分析を行った。 
 
結果・考察： 
ベビーサイン教室に通っている母親の意
識の変化 
 
ベビーサインを習い始めた時期は、６ヶ月
から１２ヶ月の間で、平均８．９ヶ月であり、
多くが模倣の始まる前後の時期に入所して
いることになる。 
入室理由としては、言葉を話すようになる
以前の子どもとのコミュニケーションを円
滑にする手段としてベビーサインを取り入
れたいと考えた、母親自身の生活の充実を図
る手段として考えた（育児休暇中の時間の有
効利用等）、消極的な理由（友人に誘われた
等）が挙げられている。 
ベビーサインを習ったことの効果につい
ては０歳児クラスと３歳児クラスとでは意
識の違いがみられる。 
ベビーサインを習い始めたばかりの０歳
児クラスでは子どもとの意思疎通の手段と
してベビーサインを有効利用し始めている
こと、また意思疎通ができることに母親自身
が喜びを見出すようになっていることが効
果として挙げられている。 
ベビーサインを経て既に言葉を話すよう
になっている 3歳児クラスでは、ベビーサイ
ンの使用により、意思が通じやすくなり、子
どもが不機嫌になることが少なく，従って、
母親自身も穏やかに子どもに接することが
出来るようになったこと、ベビーサインを用
いることで培われた子どもに対する態度が、
その後、子どもに対して注意深く関わろうと
する姿勢に反映されるようになったこと、が
効果として挙げられている。 
 
（Ａ）子どもへの関わり方の変化 
 子どもに積極的に向き合って，子どもとの
時間を確保するように努力するようになる。 
（Ｂ）子どもの気持ちや欲求の理解 
 子どもの欲求を判断しにくい場面でも理
解できるようになる。子どもなりに考えてい
ることを，子どもが使用したベビーサインを
通して理解できるようになる。 
（Ｃ）子どもを養育することに関する不安感
の緩和 



 ベビーサインを習うことを通して，子ども
の欲求が理解できる面が増え，安心感を得る
ことができる，子どもと向き合う時間が楽し
く喜びを見出すことができる等，子どもを養
育する上での不安感の緩和が図られる。また，
ベビーサイン教室に通うことによって，同じ
ような境遇の母親と知り合え親しい友人と
なれる，教室の講師に気軽に育児相談ができ
るので精神的に安心するといった，ベビーサ
インそのものではなく，教室という集いの場
がもたらす効果もみられる。この他に，ベビ
ーサインを使用することは発達的に遅れの
ある我が子への刺激になっており，それが自
身の育児への不安の緩和につながると捉え
る母親もいる。（赤津，2016） 
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